
第６号様式（第１０条関係）

年 3 月 30 日
東 京 都 知 事  殿

特定非営利活動法人の主たる事務所の所在地

特定非営利活動法人の名称

印

（

年 1 月 1 年 12 月 31

記

１ 事業報告書

２ 活動計算書

３ 貸借対照表

４ 財産目録

５ 前事業年度の年間役員名簿

６ 前事業年度末日における社員のうち１０人以上の者の名簿

備考

１

２

090-3426-0734

定により提出する場合は、「特定非営利活動法人の主たる事務所の所在地」欄に都内における

事務所の所在地を併記してください。

規定により読み替えて適用する場合を含む。）及び特定非営利活動促進法施行条例第４条の規定に基づ

き、下記の書類を提出します。

 特定非営利活動促進法第５２条第１項（同法第６２条において準用する場合を含む。）の規

令和7日から令和7前事業年度(

年度、第11期）

(日本産業規格Ａ列４番)

令和8

郵 便 番 号

電 話 番 号

115-0055

事 業 報 告 書 等 提 出 書

東京都北区赤羽西六丁目４番１２号

聖母

代表者氏名

ﾌｧｸｼﾐﾘ番号

の者についての前事業年度における報酬の有無について記載した名簿のことです。

特定非営利活動促進法第２９条（同法５２条第１項（同法第６２条において準用する場合を含む。）の

日まで)の事業報告書等について、

 ５の書類は、前事業年度において役員であった者全員の氏名及び住所又は居所並びにこれら

山田 真人

令和７



書式第１２号（法第２８条関係） 

事 業 報 告 用 
 

 

 

特定非営利活動法人       聖母         

 

１ 事業の成果 

 令和７年度は、発展途上国、貧困地域の子ども達に対しての支援及び援助に関する事業、情報通信機 

器、情報通信技術の普及及び啓発に関する事業として、前年度に引き続き、アフリカ、マラウィ国内の 

小学校や幼稚園などにおいて、給食実施のための支援活動及びその提供数を管理するための支援活動を 

行って参りました。マラウィの 54 校（ムジンバ地区 12 校＋その他）で約 20,000 人の子どもたちに毎登

校日の給食を提供し、出席率の向上や学習意欲の改善といった成果が報告されました。 

また、一般社団法人聖母が運営する寄付型コーヒーブランド「Warm Hearts Coffee Club」の販売活動を

支援しました。さらに、代表の山田が大阪万博のマラウィブースにおいて、マラウィの歴史や貧困問題

についての啓蒙活動を実施しました。教育事業では、学生スタッフ 9 名と高校生ボランティア 2 名がカ

トリック教育学会で登壇し、教育と社会活動を結びつけたキャリア教育モデルを提示しました。 

 

主な活動として、中学・高校での出前授業や探究学習、学生によるプレゼンテーション・企画活動を展

開し、クリティカルシンキング、共感、行動力の育成に取り組みました。日本国内での寄付文化の醸成

と次世代育成にも注力し、支援企業との連携や SDGs の取り組みの促進にも貢献しました。 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業              （事業費の総費用【 15,398 】千円） 

定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 
従事者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（千円） 

発展途上国、
貧困地域の子
ども達に対し
ての支援及び
援助に関する
事業 

現地の提携小学校 54 校、
幼稚園、CBCC(地域共同子
どもセンター)への給食支
援と子どもたちの発育管
理の実施。家庭訪問を含む
地域主導の選定プロセス
により支援の公平性と透
明性を確保 
 
 
衛生面、安全面の調査確認
ミーティングの実施 
 
コップ、バケツ、石鹸、鍋、
ストーブなどの物資支援 

通年 
アフリカ

マラウィ 

7名 

マラウィ

の子ども

達及び一

般市民 

約 2万人 5,200 

一般社団法人聖母が運営
する寄付型コーヒーブラ
ンド「Warm Hearts Coffee 
Club」の販売活動の支援 

随時 日本国内 

 令和７  年度 事 業 報 告 書 



せいぼキッズプログラム
(無償で幼稚園へ入園でき
る仕組み)の普及活動 

通年 
アフリカ

マラウィ 

情 報 通 信 機
器、情報通信
技術の普及及
び啓発に関す
る事業 

アフリカマラウィ国内で
の、給食提供人数の記録管
理システムヘの支援活動
を実施 

随時 
アフリカ

マラウィ 
7名 

マラウィ

の一般市

民 

約 2万人 10,198 

貧困、飢餓等
についての各
種講演会、セ
ミナー、イベ
ント及び情報
の提供に関す
る事業 

中学・高校での出前授業・
探究学習、学生によるプレ
ゼンテーション・企画活動
の実施。学生スタッフ 9
名と高校生ボランティア
2 名がカトリック教育学
会で登壇。大阪万博マラウ
ィブースにてマラウィの
歴史や貧困問題について
の啓蒙活動を実施 

随時 全国 11名 

日本各地

の高校、

大学国際

協力、支

援活動に 

関心のあ

る一般市

民 

40校 
不特定多
数 

0 

発展途上国、
貧困地域へ
の支援、国際
協力の推進
を行ってい
る個人、団 
体等に対す
る連絡、協力
及び支援に
関する事業 

マラウィの支援に繋がる
取組みに関心のある企業
との連絡、協力 

通年 日 本 国

内 

7名 

マ ラ ウ

ィ の 一

般市民 

 
不特定
多数 

0 

 

（２）その他の事業                    （事業費の総費用【    】千円） 

定款に記載 

された 

事業名 

事業内容 日時 場所 
従事者 

人数 

事業費 

（千円） 

  

  

  

  

  

  

 



書式第１３号（法第２８条関係）

令和７年度　活動計算書（その他事業がない場合）
特定非営利活動法人　聖母

（単位：円）
科 目 金　　額 小計・合計

【Ａ】　経　常　収　益
１　受取会費 0

正会員受取会費
賛助会員受取会費

２　受取寄附金 12,761,446
受取寄附金 12,761,446
施設等受入評価益

３　受取助成金等 0
受取補助金

４　事業収益 532,000
役務収益 532,000

５　その他の収益 24,871
受取利息 22,388
雑収入 2,483

経　常　収　益　計 13,318,317
【Ｂ】　経　常　費　用
１　事業費
（１）人件費 0
給料手当
役員報酬
退職給付費用
福利厚生費

（２）その他経費 15,398,398
支援・援助事業費（海外送金） 15,358,490
セミナー等事業費用 2,484
通信費 37,424

事業費計 15,398,398
２　管理費
（１）人件費 613,100
役員報酬 500,000
給料手当
退職給付費用
法定福利費 113,100

（２）その他経費 692,355
諸会費 14,000
支払手数料 18,355
支払報酬料 660,000

管理費計 1,305,455
経　常　費　用　計 16,703,853
当　期　経　常　増　減　額　【Ａ】－【Ｂ】　・・・① (3,385,536)
【Ｃ】　経　常　外　収　益

固定資産売却益
過年度損益修正益

経　常　外　収　益　計 0
【Ｄ】　経　常　外　費　用

固定資産売却損
災害損失
過年度損益修正損

経　常　外　費　用　計 0
当　期　経　常　外　増　減　額　【Ｃ】－【Ｄ】　・・・② 0
税　引　前　当　期　正　味　財　産　増　減　額　①＋②　・・・③ (3,385,536)

法人税、住民税及び事業税　・・・④ 0 0
前期繰越正味財産額　・・・⑤ 16,756,567 16,756,567

次　期　繰　越　正　味　財　産　額　③－④＋⑤ 13,371,031



書式第１５号（法第２８条関係）

  令和７年度　貸借対照表
特定非営利活動法人　 聖母

（単位：円）
科 目 金　　額 小計・合計

【Ａ】　資　産　の　部
１　流動資産

現金預金 7,267,027
立替金 272,270
短期貸付金 6,027,375

流動資産合計　・・・① 13,566,672
２　固定資産

（１）有形固定資産
車両運搬具
什器備品

（２）無形固定資産
ソフトウェア
借地権

（３）投資その他の資産
敷金
長期貸付金

固定資産合計　・・・② 0

【Ａ】資　産　合　計　①＋② 13,566,672

【Ｂ－１】　負　債　の　部
１　事業費流動負債

短期借入金 195,641

流動負債合計　・・・③ 195,641
２　固定負債

長期借入金
退職給付引当金

固定負債合計　・・・④ 0
負　債　合　計　③＋④ 195,641
【Ｂ－２】　正　味　財　産　の　部

前期繰越正味財産額 16,756,567
当期正味財産増減額 -3,385,536

正　味　財　産　合　計 13,371,031

【Ｂ】　負　債　及　び　正　味　財　産　合　計　【Ｂ－１】＋【Ｂ－２】 13,566,672

事 業 報 告 用



書式第１６号（法第２８条関係）

特定非営利活動法人 聖母

１．重要な会計方針
　　計算書類の作成は、NPO法人会計基準(2010年7月20日2017年12月12日最終改正NPO法人会計基準協議会)によっています。

２．事業別損益の状況
（単位：円）

発展途上国、貧
困地域の子ども
達に対しての支
援及び援助に関
する事業

情報通信機
器、情報通信
技術の普及及
び啓発に関す
る事業

貧困、飢餓等
についての各
種講演会、セ
ミナー、イベ
ント及び情報
の提供に関す
る事業

発展途上国、
貧困地域への
支援、国際協
力の推進を
行っている個
人、団体等に
対する連絡、
協力及び支援
に関する事業

事業部門計 管理部門 合計

Ⅰ　経常収益
受取会費
受取寄附金 12,761,446 12761446
受取助成金等
事業収益 532,000 532,000 532,000
その他収益 24871 24871

経常収益計 532,000 532,000 12,786,317 13,318,317
Ⅱ　経常費用

人件費
給料手当
役員報酬 500,000 500,000
退職給付費用
法定福利費 113,100 113,100
･･････････
人件費計 613,100 613,100
その他経費
支援・援助事業費（海外送金）15,358,490 15,358,490 15,358,490
セミナー等事業費用 2,484 2,484 2,484
通信費 37,424 37,424 37,424
支払手数料 18,355 18,355
支払報酬料 660,000 660,000
諸会費 14,000 14,000
その他経費計 15,398,398 15,398,398 692,355 16,090,753

経常費用計 15,398,398 15,398,398 1,305,455 16,703,853
当期経常増減額 (15,398,398) 532000 (14,866,398) 11,480,862 (3,385,536)

３．施設の提供等の物的サービスの受入の内訳
（単位：円）

内容 金額 算定方法

　　令和７年度　　計算書類の注記

 ２．

 ５．

（１）

 １．

科目

 ４．

（２）

 ３．



４．使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳（正味財産の増減及び残高の状況）は以下の通りです。
当法人の正味財産は　　　円ですが、そのうち　　　円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は　　　円です。

（単位：円）
期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

合計

５．固定資産の増減内訳
（単位：円）

期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額
有形固定資産

車両運搬具
什器備品
･･････････

無形固定資産
･･････････

投資その他の資産
敷金
･･････････

合計

６．借入金の増減内訳
（単位：円）

期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

７．役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

（単位：円）

計算書類に計
上された金額

内、役員と
の取引

内、近親者
及び支配法
人との取引

（活動計算書）

活動計算書計

（貸借対照表）

貸借対照表計

８
．

　・　事業費と管理費の按分方法

　・　その他の事業に係る資産の状況

科目

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

備考内容

科目

合計

科目



書式第１７号（法第２８条関係）

     令和７年度　財産目録
特定非営利活動法人　聖母

         （単位：円）
科 目 金　　額 小　　計 合　　計

【Ａ】　資　産　の　部
１　流動資産

現金預金 7,267,027 7267027

立替金 272,270 272270

短期貸付金 6,027,375 6027375

流動資産合計　・・・① 13,566,672
２　固定資産

（１）有形固定資産
車両運搬具 0

什器備品 0

（２）無形固定資産
ソフトウェア 0

借地権 0

（３）投資その他の資産
敷金 0

長期貸付金 0

固定資産合計　・・・② 0

【Ａ】資　産　合　計　①＋② 13,566,672

【Ｂ－１】　負　債　の　部
１　事業費流動負債

短期借入金 195,641 195641

流動負債合計　・・・③ 195,641
２　固定負債

長期借入金 0

退職給付引当金 0

固定負債合計　・・・④ 0

【Ｂ－１】負　債　合　計　③＋④ 195,641

【Ｂ－２】正　味　財　産　合　計　【Ａ】－【Ｂ－１】 13,371,031

事 業 報 告 用


